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1. 第１報で洗剤濃度，時 間，温度な どの洗浄 条件の

影響について検討したが，今回は洗浄性に 効果 がある と

認められているビルダ ー４種を用い，濃度を変化 させて

洗浄効率にあたえる影響を比較検討した。

2. 木綿，ビエロ ン，ナ イロン，ア クリル， ポリエ ス

テル， ポリプロピ レンを試料 とし，カ ーボンブ ラックを

用いて,  30±2% の反射率を もつ人工汚染布を作製した。

洗剤A.  B. S. の0.2% 溶液にNa. PaOio, NasSO-,C.M.

Ｃ･を １種類 ずつ,  0.05～1.0% 添加して， ラバードメ ー

タ（昭和重機製）を用い,  40°C, 30min で洗浄を行ない，

洗浄後， 日立光 電反 射計を用い て反 射率を測定し洗浄効
率を算出した。

3. 繊維に よって最適ビルダーは異なり，ナ イロンは

NazSOi 0.3% 以上では変化なく洗浄効率は57% の上昇

が認められ，ホリプロはNa2SO4 0､5% での上昇が認め

られた。 アクリル， ポリエス テ ル はNazCOg 0.5  % で

の上昇，ビ ニ・ ンはNaaCOg 0.1%  以上では変 化 な く

25% の上昇 をみた。 木綿は無 機ビルダー 間 に 差 が な く

0.5% で10 ～16% の上昇が認められた。
c. M. c. は単独に用い た場合，ナ イロンと ポリエ ス

テルに効果が認められたが，無 機ビ ルダーに比べて顕著

な効果は得られなかった。

ビルダーが大きく影響したのはナ イロンで ホリプロ，

木綿などはビルダーを使用しても洗浄効率が大幅に上昇

するとい うことはなかった。 さらに２種以 上のビルダー

の相乗効果につい て検討を要する。


